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雨だれ石を穿
うが

つ 
左の写真。何を写したものか分かりますか？各学年の教

室棟に掲示してある西日本新聞のコラム「春秋」ですね。

６月１８日（土）のコラムから毎日毎日、藤原先生が掲示

してくださっています。写真のコラム、何枚重ねてあると

思いますか？多い曜日で２０枚重なっています。単純に計

算してもここには【７（１週間）×２０週＝１４０】１４

０日分のコラムが掲示されていることになりますね。コラ

ムとは一定の枠に囲まれた短い時評（社会の出来事などに

ついて、その時その時に行う批評や評論）を言います。と

ても短い文章ですが、世の中で何が起こっているのか、注

目されている事柄は何か、そして、それに対して筆者はど

のように考えているのかが表現されています。新聞の第１

面の記事ですので、個人の考えというよりも、その新聞社

がどのように問題をとらえているのかもよく分かります。 

かつて、「国語の力をつけたいのですが、どんな勉強を

したらいいですか？」と

聞かれることがよくありました。私は迷わず、どの新聞社で

もいいのでコラムを読んで、感想を書くようにアドバイスを

していました。ただ、ここで、二つ条件を付けました。一つ

は、感想が書けるくらい内容を理解できるように自分にとっ

て難しい言葉は調べて解決すること。二つ目は、さぼらずに

毎日続けることです。全校生徒の中には、きっと毎日このコ

ラムを読んでくれている人がいるはずです。掲示してあるプ

リントには親切に大事なところにマーカーが引いてありま

す。続けている人、間違いなく力がついてきているはずです

よ。自信を持ってください。   ※「穿つ」：穴をあける 

『雨だれ石を穿つ』という言葉があります。『点滴石を穿

つ』とも言いますね。「わずかなことでも、根気強く続けて

やれば、成功につながる」という意味です。『継続は力な

り』です。下のコラムからも新しい発見がありますね。 


